
社　協　だ　よ　り 令和3年6月1日No.194 ❽

194号
令和３年６月１日

〒811-3437 宗像市久原180
メイトム宗像２階

TEL 0940-37-1300

発　行
社会福祉法人

宗像市社会福祉協議会

だ
よ
り

協
社

資金収支予算内訳表 (自)令和3年4月1日 　(至)令和4年3月31日

収入
310,469

（千円）

香典返し
寄付金など
2,800

市からの
補助金
76,777

市からの受託金
122,243

福祉サービス
利用料など

5,412

介護保険
事業

63,939

障害福祉
サービス事業

7,878

積立預金
などの利息

805

雑収入 498

前年度の繰越金
6,246

積立金取崩など 5,000
法人内部の資金移動

18,871

支出
310,469

（千円）
人件費

226,609

事業費
23,848

福祉団体などへの助成金
8,114

退職手当積立など
6,178法人内部の資金移動 18,871

予備費 1,000
次年度への繰越金
4,478

関係団体への負担金
223

共同募金配分金
10,882

事務費 10,266
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ア
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ホームページ

　４月から市内２会場にて手話講習会を開講しています。
　全コース、指文字や単語など基本的なことから学べます。まずは見学
をおすすめしています。あなたも手話を学んでみませんか？

コース 時間 会場
火コース 19:00～21:00 メイトム宗像

金コース 13:30～15:30 玄海地区コミセン

土コース 13:00～15:00 メイトム宗像

※上記時間より30分程度短縮して実施中
※新型コロナウイルス感染症対策のため、消毒・換気を徹底しています。受講

者にはマスク、フェイスシールドの着用をお願いしています。
　感染状況により中止する場合がありますので、詳しくは問い合わせください。

■申し込み・問い合わせ　同センター

　市社会福祉協議会では、みなさんの理解と協力を得て地域福祉を進めて
います。今年度も次のような事業を進めていきます。
　なお、個別事業の詳細については、本会ホームページを参照してください。

令和３年度手話講習会 
心つながる

コミュニケーション

受講料：
500円（年間）

別途テキスト代
200円程度

手話を基礎から学べます 子どもクラスもあります 和やかな雰囲気です

イオン幸せの黄色いレシート
キャンペーン

社協公式
ホームページ
地域福祉活動や支
援サービス、社協求
人情報など、さまざ
まな情報がスマホか
ら閲覧でき
ます。

　「イオン 幸せの黄色いレシートキャンペーン」は、

毎月11日に、お客様が受け取った黄色いレシートを、

地域のボランティア団体などの名前と活動内容が書か

れたボックスへ投函します。そのレシートのお買い上

げ合計金額の１％をそれぞれの団体に品物として寄贈

する仕組みです。

　このたび、本会に5,500円分のギフトカードが寄贈

されました。これまでは半期に一度、イオン福津で贈

呈式が開催されていましたが、今回も新型コロナウイ

ルス感染拡大防止のため、中止となりました。

　寄贈いただいたギフトカードは、の

ぞみ園の療育活動で使用する大きな丸

シールを購入する予定です。

　普段の買い物が地域貢献につながる

という仕組みと皆さまの心遣いに感謝

します。

みんなの手で「福祉の里づくり」！
令和３年度の事業・予算を紹介

•

福
祉
の
里

　
と
も
に
い
き
る
ま
ち

宗
像
推
進
事
業

◎
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進

◎
市
内
社
会
福
祉
法
人
の
連
携
・
協
働

を
推
進
す
る
「
社
会
福
祉
法
人
連
絡

会
」
の
活
動
支
援

◎
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
地
域
福
祉

権
利
擁
護
）
お
よ
び
法
人
後
見
事
業

の
実
施

◎
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
実
施

◎
介
護
予
防
い
き
い
き
交
流
会
の
実
施

◎
心
配
ご
と
相
談
事
業
の
実
施

な
ど

•

高
齢
者
福
祉
事
業

◎
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業
、
認

知
症
地
域
支
援
・
ケ
ア
向
上
事
業
及

び
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
推
進
・

地
域
づ
く
り
推
進
支
援
事
業
の
運
営

な
ど

•

障
が
い
児
者
福
祉
事
業

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館
の
運
営

◎
声
の
広
報
配
布
事
業

◎
手
話
講
習
会
事
業

◎
要
約
筆
記
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

な
ど

•

子
育
て
子
育
ち･
母
子
寡

婦
福
祉
支
援
事
業

•
福
祉
教
育
の
推
進

◎
福
祉
教
育
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

◎
福
祉
教
育
推
進
校
（
園
）
の
福
祉
体

験
学
習
の
支
援
　
　
　
　
　
　
な
ど

•

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録（
Ｖ
︲
ｎ
ｅ
ｔ
）

事
業
の
促
進

◎
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
開
催

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
福
祉
教
育
と

の
連
携
強
化

◎
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
機
能
の
充
実　
　
　
　
　
　

な
ど

•

赤
い
羽
根
共
同
募
金
・

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

運
動
へ
の
協
力

•

福
祉
団
体
と
の
連
携
・

支
援
強
化

•

高
齢
者
や
障
が
い
者

　
な
ど
の
介
護
事
業
の

適
切
な
運
営

◎
要
介
護
認
定
調
査
事
業

◎
訪
問
介
護
事
業

◎
居
宅
介
護
支
援
事
業

◎
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

◎
地
域
生
活
支
援
事
業

◎
ス
マ
イ
ル
ハ
ー
ト
（
介
護
保
険
外
介

護
・
家
事
支
援
）
事
業
の
充
実

◎
ひ
と
り
親
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事

業
◎
養
育
環
境
改
善
育
児
家
事
支
援
事
業

な
ど

•

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
の
適
切
な
運

営

•

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
療
育
施
設 

｢

の
ぞ
み
園｣
の
適
切
な
運
営

•

大
島
福
祉
セ
ン
タ
ー｢
ふ
れ
愛
セ

ン
タ
ー｣

の
適
切
な
施
設
運
営

•

低
所
得
者
等
福
祉
事
業
の
推
進
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地
域
の
お
宝
っ
て
な
ぁ
に
？

　
地
域
で
暮
ら
し
て
い
る

人
の
『
知
恵
』
や
『
工
夫
』、

『
特
技
』
を
は
じ
め
、
近
所

づ
き
あ
い
や
仲
間
同
士
の

集
ま
り
、
公
民
館
を
活
用

し
た
活
動
な
ど
を
「
地
域

の
お
宝
（
地
域
資
源
）」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　
朝
日
が
水
平
線
か
ら
の

ぼ
り
、
釣
川
沿
い
の
朝
霧

が
晴
れ
る
こ
ろ
、
田
久
桜

公
園
に
あ
ち
こ
ち
か
ら
集

ま
っ
て
く
る
の
は
、「
早
起

き
会
ラ
ジ
オ
体
操
」
の
参

加
者
た
ち
で
す
。
あ
る
人

は
犬
を
連
れ
、
あ
る
人
は

散
歩
に
合
わ
せ
て
集
ま
り

ま
す
。

　
６
時
半
に
な
る
と
、
生

放
送
の
ラ
ジ
オ
体
操
が
ス

タ
ー
ト
。
公
園
内
に
集
ま
っ

た
人
々
は
自
然
と
距
離
を

保
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
と
と

も
に
、
足
踏
み
か
ら
は
じ
ま

り
ま
し
た
。

～
地
域
支
え
合
い
推
進
員
が

参
加
し
て
み
て
～

　
４
月
11
日
の
土
曜
日
に
、

顔
を
だ
し
て
み
ま
し
た
。
来

て
い
る
人
を
数
え
て
み
る
と

17
人
も
い
ま
し
た
。
尋
ね
る

と
、
い
つ
も
18
人
前
後
と
の

こ
と
。

　
毎
朝
、
ラ
ジ
オ
の
ス
イ
ッ

チ
を
入
れ
る
の
は
、
田
久
に

住
む
Ｋ
さ
ん
夫
婦
（
と
も
に

70
代
）
で
す
。
12
年
前
に
先

代
か
ら
ラ
ジ
オ
を
預
か
り
、

今
日
ま
で
ほ
ぼ
毎
日
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
続
け
て
き
ま
し

た
。

　
た
ま
に
気
が
付
い
た
人
が

電
池
代
を
参
加
者
か
ら
集
め

て
く
れ
ま
す
。

　
早
朝
の
す
が
す
が
し
さ
は

何
物
に
も
代
え
が
た
く
、
あ

る
参
加
者
（
79
才
男
性
）
は
、

「
朝
日
に
向
か
っ
て
体
操
す

る
の
は
最
高
！
」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。

　
釣
川
や
田
ん
ぼ
に
シ
ラ
サ

ギ
が
降
り
て
い
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
。
田
ん
ぼ
か
ら
城
山

ま
で
さ
え
ぎ
る
も
の
は
何
も

あ
り
ま
せ
ん
。
オ
レ
ン
ジ
色

に
輝
く
朝
日
と
、
こ
の
澄
み

切
っ
た
空
の
下
で
毎
朝
体
操

す
る
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

～
地
域
の
中
に
今
、

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
～

　
現
在
、
小
地
域
で
の
集
ま

り
が
、健
康
寿
命
を
延
ば
し
、

介
護
予
防
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
、
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。

　
運
動
に
限
ら
ず
、
お
し
ゃ

べ
り
や
笑
い
、
懐
か
し
い
歌

の
合
唱
、
手
芸
や
調
理
、
口

腔
ケ
ア
の
講
話
な
ど
、
好
き

な
こ
と
、趣
味
で
い
い
の
で
、

気
の
合
う
人
と
参
加
・
活
動

す
る
こ
と
が
、
健
康
だ
け
で

な
く
幸
福
度
も
高
め
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
人
と
つ
な

が
っ
て
い
る
感
じ
が
「
楽
し

く
暮
ら
し
て
い
け
る
」
と
い

う
思
い
を
生
み
、
健
康
的
な

生
活
を
支
え
て
く

れ
ま
す
。

　
現
在
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
直
接
会

う
事
に
た
め
ら
う

日
々
で
す
が
、
外

に
限
ら
ず
３
密
に

気
を
つ
け
な
が
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
公
民
館
や
屋
外

で
再
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
好
き
な

こ
と
を
探
し
に
出
か
け
て
健

康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

地
域
支
え
合
い
推
進
員（工

藤
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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会
福
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人

宗
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市
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１
８
０
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地 

メ
イ
ト
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宗
像
内

宗
像
市
大
島
１
８
０
９
番
地
32 

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
内

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://syakyo.m

unakata.com
/

　
メ
ー
ル
　info@

syakyo.m
unakata.com

本
会
は
、
む
な
か
た
タ
ウ
ン
プ
レ
ス
を
音
に
し
て
届
け
る
「
声
の
広
報
」
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す

大
島
支
所

☎
（
37
）
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３
０
０

☎
（
72
）
２
２
９
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宗
像
市
社
会
福
祉
協
議
会

社
協
だ
よ
り
は
、
偶
数
月
の
１
日
号
で
す
（
年
間
６
回
）

　地域には、サロン活動やさまざまな趣味の集まり、支え合いの活動があります。
そうした活動を再発掘することで、 新たなネットワーク、支え合いの輪が広がり
ます。

釣川と城山の季節のうつろいとともに

第
１
回
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業 

参
加
者
募
集
の

お
知
ら
せ
　

25年続く田久桜公園～早起き会ラジオ体操～
シリーズ�

つながれ
ひろがれ
地域福祉！

地域の
お宝
発見！

「
地
域
の
お
宝
」

（
地
域
資
源
）

探
し
て
ま
す
！

　「
地
域
支
え
合
い
推
進
員
」

は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
、
よ
り
暮
ら
し
や
す

い
街
に
な
る
よ
う
に
「
地
域

で
暮
ら
す
人
」
と
「
支
援
す

る
人
や
サ
ー
ビ
ス
」
を
つ
な

ぎ
、
地
域
の
支
え
合
い
活
動

を
手
伝
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
「
地
域
の
お
宝
が

あ
る
よ
」
と
い
っ
た
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
地
域

支
え
合
い
推
進
員
に
教
え
て

く
だ
さ
い
！ 

■
問
い
合
わ
せ
先 

　
市
社
会
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議
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障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
宗
像
市
役
所
・
北
館
１
Ｆ
）

【
香
典
返
し
】（
敬
称
略
）

・（
故
）八
尋
ナ
ナ
ヱ （
田
野
）

・（
故
）田
畑
清
己 

（
用
山
）

・（
故
）川
﨑
久
美
子 （
城
西
ヶ
丘
）

・（
故
）秋
博
之 

（
日
の
里
）

・（
故
）中
村
秀
人 （
日
の
里
）

・（
故
）豊
福
一
敏 

（
大
島
）

・（
故
）木
原
千
靏
子 （
広
陵
台
）

・（
故
）山
口
浩 

（
田
野
）

・（
故
）柳
榮
子 

（
神
湊
）

・（
故
）中
山
國
弘 

（
大
井
）

・
西
村
三
民 

（
田
熊
）

・（
故
）秦
善
人 

（
河
東
）

・
武
丸
正
昭 

（
武
丸
）

【
一
般
寄
附
】

・（
故
）濵
村
イ
サ
子 （
須
恵
）

・
ア
ッ
プ
ル
サ
ロ
ン
自
由
ヶ
丘

（
令
和
３
年
４
月
30
日
受
付
分
ま
で
）

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
随
時
寄

付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
振
込
や

現
金
書
留
等
で
も
受
け
付
け
が
出
来

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

６時半過ぎ、すが
すがしい

空気の中ラジオ体
操しています

ラ
ジ
オ
体
操
が
終
わ
る
と
、

立
ち
話
で
残
る
人
も
い
て
、

三
々
五
々
散
っ
て
行
く
、

気
楽
な
集
ま
り
で
す
。

公園の側で

ラジオ体操を
する人も

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
が

い
の
あ
る
人
や
ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
（
障
が
い
の
あ
る
当
事

者
・
家
族
の
相
談
員
）
が
一

緒
に
な
っ
て
活
動
を
す
る
ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
日
本
紙
飛
行
機

協
会
宗
像
支
部
の
協
力
の
も

と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
飛
行
機
を

作
り
ま
す
。
発
砲
ス
チ
ロ
ー

ル
素
材
の
部
品
を
組
み
立

て
、
油
性
マ
ジ
ッ
ク
で
色
付

け
し
、
完
成
後
は
多
目
的

ホ
ー
ル
に
移
動
し
、
飛
行
距

離
を
競
い
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
で
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
通

じ
て
仲
間
づ
く
り
を
し
た
い

人
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
初
め
て
の
参

加
も
大
歓
迎
で
す
！

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
７
月
18
日
（
日
）

　
午
前
　
10
時
00
分
～
12
時

00
分
（
予
定
）

●
場
所
　
メ
イ
ト
ム
宗
像
　

健
診
室
・
多
目
的
ホ
ー
ル

●
対
象
　
障
が
い
の
あ
る
人

●
定
員
　
20
人
程
度

●
参
加
費
　
５
０
０
円

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
油
性

色
マ
ジ
ッ
ク
・
上
履
き

●
申
込
期
間
　
６
月
30
日

（
水
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　
同
セ
ン
タ
ー

☎
（
34
）
２
４
１
１

 

FAX （
34
）
２
４
２
２

※
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状

況
に
よ
っ
て
は
延
期
も
し

く
は
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

レッツ
！
エ
ン
ジョイ
♪

オ
リ
ジ
ナ
ル
飛
行
機
を
飛
ば
そ
う
！

ど
ん
な
デ
ザ
イ
ン
に

し
よ
う
か
な
？

出
来
上
が
り
♪

ピアサポート事業報告

タイルで
コースター作り体験

　３月28日、メイトム宗像で小さな
タイルを使って、コップの下に敷く
コースターを作りました。
　参加者は７人。コロナ感染症対策
として手指の消毒、換気のほか密に
ならないように開催時間を午前と午
後に分け、少人数で実施しました。
六角形のさまざまな色のタイルの中
から、色の組み合わせやデザインを
考えている時は笑顔だった参加者
も、「作業が進むにつれ真剣なまな
ざしで、ひとつひとつ丁寧にタイル
を貼り付けていました。完成後は毛
糸でラッピング用の飾りを作り、○
×クイズをして和気あいあいと楽し
い時間を過ごしました。

切
り
取
っ
た

コ
ル
ク
シ
ー
ト
に

タ
イ
ル
を
貼
り
付
け
ま
す


